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はじめに

2004年３月12日，シリア北東部のトルコ国境

沿いに位置するカーミシュリー市でクルド人に

よる民衆暴動が発生した。同市で予定されてい

た地元サッカー・チームとデイル・ゾール県所

属のチームとの対戦直前に起きた，両チーム・

サポーター（地元のクルド系住民とデイル・ゾー

ル県から訪れたアラブ系住民）のスタジアム内で

の衝突に端を発したこの暴動は，まもなく市全

土に拡大，暴徒化した民衆に警察・治安部隊が

無差別発砲を行うにいたり，事態は争乱の様相

を呈した。また事件発生を受け，ハサカ市，ア

フリーン市，アイン・アル＝アラブ市，ダマス

カス市，アレッポ市などで，クルド系住民が連

日のようにゼネストやデモを組織し，カーミシ

ュリー市での暴動の真相究明を政府に要求する

とともに，クルド人に対する差別の撤廃を訴え

た。

「カーミシュリー事件」（ah
・
dāth al-qāmishlī（注1））

と称されたこの一連の暴動・抗議行動は，警

察・治安部隊の弾圧によって同月18日までに収

束した。だがこの一件で30人以上が死亡，約

130人が負傷し，約1700人の市民が逮捕され

た（注2）。

９・11事件（2001年）以降，ドラスティック

な変化を遂げる国際情勢・地域情勢のなかにあ

って，カーミシュリー事件はサッダーム・フサ

イン（S ≥addām H・usayn，以下フセイン）政権崩

壊（2003年４月）後のイラクでのクルド人の政

治的台頭が追い風となって発生したとも解釈で

きる（注3）。だが同時にこの事件は，シリアの政

治 史， と り わ け バ ッ シ ャ ー ル・ ア サ ド

（Bashshār al-Asad）政権（2000年７月発足）の支

配において，２つの点で新たな政治的現象と認

識し得るものであった。第１に，既存の政治体

制・支配体制に対する不満の表明や異議申し立

てが，シリアの反政府運動を主導してきた政

党・政治組織，文化会議（muntadā thaqāf īya）（注4），

人権擁護団体といった政治的アクターではなく，

政治的受動分子であるところの一般民衆によっ

てなされた点である。第２に，これまでシリア

において主要な政治的争点とならなかったクル

ド系住民に対する迫害が内政上の懸案事項とし

て提起された点である。

こうした新たな事態を踏まえ，本稿は，シリ

アにおけるクルド人の政治運動を把握するため
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の第一歩として，彼らの民族性に起因する社会

的亀裂（cleavages）がいかなる政治的環境のも

とで顕在化し，「国家が支援・容認する差別」

［Human Rights Watch 1996，30］として“制度

化”したのかを論じる。社会的亀裂とは，国内

の政治対立における区分軸を意味し，地域，言

語，民族，宗教・宗派，階級などといった社会

成員の属性の差異や多様性によって生じる。こ

の概念は，西欧諸国の社会構造と政党制の関係

を解明するために Lipset and Rokkan（1967）

によってまず提起され，その後，非西欧諸国の

政治体制に関する研究にも適用されるようにな

った。本稿はシリアにおける社会的亀裂と政治

体制の関係そのものを題材とするものではない

が，こうした亀裂論の発展の経緯を踏まえ，シ

リア社会に内在する亀裂が同国の政治体制のも

とでいかに“制度的”差別として固定化してい

ったのかを描き出すことをめざす。

以下第Ⅰ節では，先行研究に依拠してクルド

人がいかなる集団なのかをまず簡単に述べ，次

にシリアにおけるクルド人の人口，居住地域な

どを概観する。第Ⅱ節では，フランス委任統治

が開始された1920年から分離クーデタが発生し

た1961年までの時期に焦点を当て，クルド人の

民族性がシリアにおいていかに社会的亀裂と恣

意的差別を生み出していったのかを見る。次に

第Ⅲ節で，分離政権（1961年９月～1963年３月）

とアラブ社会主義バアス党（H
・
izb al-Ba‘th al-

‘Arabī al-Ishtirākī）政権（1963年３月～）が実施

した政策のうち，社会的亀裂と恣意的差別の

“制度化”を決定づけた施策・措置を精査し，

クルド問題の所在を明らかにする。最後に，独

立以降のシリアにおける政治的対立と社会的亀

裂の関係や，クルド人による政治運動のありよ

うに着目し，クルド問題が同国内政において副

次的な懸案として放置されてきた原因の一端を

探ることにする。

な お，「ク ル ド（人）問 題」（Kurdi s h  

question/issue，ア ラ ビ ア 語 で al-mas’ala/al- 

qad
・
īya al-kurdiya）ということばは一般的に，

トルコ，イラク，イランといった国々における

クルド民族主義運動の展開と，それによっても

たらされる差別・抑圧を示す。だが筆者がシリ

アの政治的文脈のなかで「クルド問題」という

場合，それは単にクルド人の民族性に起因する

社会的亀裂や恣意的差別を意味するのではなく，

“合法的”な制度，政策，法律のもとで行われ

る体系的な差別・抑圧を指すものとする。

Ⅰ　クルド人とは誰か？

クルド問題を論じるにあたって最初に明示し

ておかねばならないのは，同問題において差

別・抑圧の対象とされているクルド人がどのよ

うな人々・集団なのかという点であろう。そこ

で本節では，先行研究において提示されている

クルド人，ないしはクルド民族の定義を整理す

る。そのうえで，本稿の研究対象地域であるシ

リアに着目し，そこで暮らす彼らの現状を概観

する。

１．クルド民族の定義

クルド人は，トルコ南東部，イラン西部，イ

ラク北東部，シリア北部にまたがる約50万平方

キロメートルの地域，すなわちクルディスター

ン（Kurdistan，「クルド人のくに」の意味）（注5）

と称される地域に多く暮らしており，人口は推

計で2500万人から2800万人［Gunter 2004，xxv］，

「世界最大のマイノリティ・グループの１つ」
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［Thornberry 1989，195］に数え上げられる。

クルド民族主義運動やクルド問題については，

アカデミア，ジャーナリズム，そして人権擁護

の立場などから数多くの書籍・報告書・論文が

公刊・発表されている。そしてそこでのクルド

人の定義は２つの点でほぼ共通している。

第１に，言語，人種的起源，居住地域，そし

て民族意識などといった客観的，ないしは主観

的指標をもって，クルド人の民族性を描き出そ

うとする点である。例えば Arfa（1966，1）は，

クルド語を構成するさまざまな方言（注6）のいず

れかを話し，クルド人であるという感情を持ち，

アーリア系のメディア人とイラン北部の山岳地

帯で暮らしていた在来のグチウム族との混血を

祖先とする，という共通性をもって，クルド民

族を定義している。また McDowall（2000，2-3，

13）も，共通の祖先を持つという（架空の）意

識に根ざす部族性と，クルド語の存在が，クル

ド人に一体性を与える主要な要素だと述べてい

る。

第２に，クルド民族の定義に際して提起され

るこれらの指標の曖昧さを認め，そのことがク

ルド人の統合を阻害してきたとする点である。

例えば McDowall（2000，3，9-13）は，クルデ

ィスターンの範囲がクルド人の間においてさえ

も厳密に規定されていない点，クルド語の方言

どうしの差異が著しく，その表記もローマ文字，

アラビア文字，キリル文字と多様である点，そ

してイスラーム教スンナ派がマジョリティを占

めるものの，ヤズィーディー派，アレヴィー

（アラウィー）派，キリスト教徒，ユダヤ教徒な

どもいる点を上げ，これらが「クルド人の一体

性への疑問を暗に投げかける」［McDowall 2000，

3］としている。

クルド人の民族性をめぐるこのような相矛盾

した２つの視点の存在が，民族論の問題設定そ

のものに起因していることは言うまでもない。

なぜなら，ある集団を民族として定義する際，

他のすべての集団（民族）にも適用し得るよう

な一般的な指標を提示しようとする民族論的ア

プローチにはそもそも限界があり，民族を自称

する（ないしは民族とみなされる）集団の民族性

は，それぞれが異なった独自の指標の組み合わ

せをもって与えられるからである。そしてある

集団が民族性を顕現し，国家（国民国家），な

いしはそれに準じるような政治的・文化的自治

を志向する過程は，その集団（民族）が身を置

く政治的環境と，そこでの他集団との関係に注

目することで初めて明らかになるのである。

このことはクルド人においても例外ではなく，

その民族性が社会的亀裂を生み出し，差別・抑

圧をもたらす要因は，彼ら自身が暮らす近代国

家（トルコ，イラク，イラン，シリアなど）の政

治体制と，そこでの他の社会的集団との政治的

関係のなかにある。

２．シリアにおけるクルド人

シリアは多種多様な宗教・宗派集団，民族・

エスニック集団が共存する“モザイク社会”で

ある。同国ではスンナ派のアラブ人がマジョリ

ティを占めてはいるが，その他にも，イスラー

ム教のアラウィー派，ドゥルーズ派，イスマー

イーリー派，キリスト教のギリシャ正教徒，ギ

リシャ・カトリック，シリア正教徒，シリア・

カトリック，マロン派，ネストリウス派，カル

ディア・カトリック，ローマ・カトリック，プ

ロテスタントといった宗教・宗派集団，そして

クルド人，アルメニア人（アルメニア正教徒，

アルメニア・カトリック），コーカサス人，ユ
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ダヤ人（ユダヤ教徒）といった民族・エスニッ

ク集団が暮らしている（これらの集団の人口比

については表１を参照）。

このうちクルド人は，シリアにおいて民族・

エスニック集団別の人口が調査・公表されてお

らず（注7），また後述するように，同国で生まれ

育ったにもかかわらず国籍を剥奪された人々が

多数存在するため，正確な数を把握できない。

だが  Human  Rights  Watch（1996，10），al-

Mah
・
mūd（2003），McDowall（1992，121；2000，

466），Nazdar（1980，211）（注8）などによると，彼

らはシリアの全人口の８パーセントから11パーセン

トを構成すると考えられる。2003年のシリアの

人口が1939万6000人［al-Majmū‘a al-Ih
・

s
・
ā’īya 

2003，33］であるから，現在同国には推計で約

155万人から213万人のクルド人が暮らしている

ことになる。この数は，シリアを構成する民

族・エスニック集団のなかではアラブ人（90.22

パーセント）に次いでおり，宗教・宗派集団と

比較しても，スンナ派（76.31パーセント），アラ

ウィー派（12.50パーセント）に次ぐ規模である。

彼らの多くはベフディーナーニー（Behdînanî）

方言（北クルマーンジー〔Kurmanc î〕方言）を

話し［Commins 1996，139］，スンナ派に属して

いる（注9）。

Gunter（2004，105），Jam‘īya H
・
uqūq al-Insān 

fī  Sūrīya（2003，5），   Mannā‘（2004，6），  Mc-

Dowall（2000，  466-467），  Nazdar（1980，  211- 

宗教・宗派集団

民族・エスニック集団

表１　シリアの主要な宗教・宗派集団，民族・エスニック集団の人口比（推計）

（出所）Middle East Watch（1991，90）をもとに筆者作成。
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0.25　　
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213）などによると，シリアのクルド人は主に

以下の地域に集住している。

⑴クルド・ダー（Kurd Daǧ，トルコ語で「ク

ルド山」の意味，アラビア語でジャバル・ア

ル＝アクラード〔Jabal al-Akrād〕）周辺：ト

ルコのハタイ県に隣接する山岳地帯で，ア

レッポ県のアフリーン地方，ジャバル・サ

ムアーン地方，アアザーズ地方からなる。

中心都市はアフリーン市で，約360の市・

村があり，約60万人が暮らす。

⑵アル＝ジャズィーラ（al-Jazīra，チグリス・

ユーフラテス両川に挟まれたシリア領内の地

域の通称，アラビア語で「島」の意味）北西

部：アレッポ県のアイン・アル＝アラブ地

方，ジャラーブルス地方を包摂する地域。

アイン・アル＝アラブ市，ジャラーブルス

市など約120の市・村があり，約11万人が

暮らす。

⑶アル＝ジャズィーラ北部：ハサカ県のカー

ミシュリー地方，ラアス・アル＝アイン地

方，アル＝マーリキーヤ地方を包摂する地

域。カーミシュリー市，アームーダ市，ダ

ルバースィーヤ市，ラアス・アル＝アイン

市，ダイリーク市，アル＝マーリキーヤ市

など約700の市・村があり，約68万人が暮

らす。

⑷アル＝ジャズィーラ南部：ハサカ市を中心

とする地域で，約２万人が暮らす。

⑸ダマスカス市およびその郊外：アル＝アク

ラード地区，アッ＝サーリヒーヤ地区など

に約６万人が暮らす。また‘Abbūd（2004）

によると，1980年代にダマスカス市に隣接

するドゥンマル市近郊のワーディー・アル

＝マシャーリーウに「ゾール・アーヴァ

ー」（Zor Ava，クルド語で「たくさんの水」

の意味）と呼ばれる不法占拠地区が形成さ

れ，２万人近くのクルド人が暮らしている。

⑹その他：アレッポ市，ハマー市，ラタキア

市などに約８万人が暮らす。

このうち，⑴，⑵，⑶，⑷は，西クルディス

ターン地方，ないしは南西クルディスター

ン地方と総称され，その面積は約1万8000

平方キロメートル［Ramad
・
ān n.d.］におよ

ぶ（図１を参照）（注10）。

クルド人の民族的指標の曖昧さが指摘されて

いることからも容易に見当がつくように，以上

のように描き出されるシリアのクルド人コミュ

ニティは決して一元的ではなく，それ自体が，

階級，宗教・宗派，地縁，血縁，イデオロギ

ー・政治理念などに起因するさまざまな社会的

亀裂を内包している。またシリアにおけるクル

ド問題も，クルド人のマイノリティとしてのあ

りようが同国の政治的環境によって規定されて

いるため，トルコ，イラク，イランと内容を異

にしている。しかしこうした特殊性が先行研究

において強調されることはほとんどなく，シリ

アのクルド人に関する記述は主に２つのアプロ

ーチに限定されてきた。

第１のアプローチは，トルコやイラクにおけ

るクルド人の政治運動や政権との関係を論じる

なかで，シリアのクルド人について言及すると

いうものである。シリアを拠点としたクルディ

スターン労働者党（Partiya Karkeren Kurdistan，

略称 PKK）の対トルコ武装闘争に注目し，

PKK をめぐるシリア・トルコ両国政府の綱引

きや，シリアのクルド人に対する PKK の立場

などについて触れた Bulloch and Morris（1992，

183-185，211-215， 234），   Ciment（1996，129-130，
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201），Gunter（1990，71-122；1992，33-36，49-57，

109-113；1997，  92-94），  Olson  （2001，  105-124）

などがその代表である。

第２のアプローチは，トルコ，イラク，イラ

ンのクルド問題の解説・分析に多くの紙面を割

き，シリア（さらにはレバノン，旧ソ連）のクル

ド人の実情を補足的にしか取り上げないもので

ある。その典型として Thornberry（1989， 

195-202）があり，そこでは「今日のシリアに

おけるクルド人は数千人が市民権を剥奪されて

いる…（中略）…にもかかわらず，その状況は隣

国［トルコ，イラク，イランなど］（［　］内は筆

者による。以下同じ）よりも安定している」

［Thornberry 1989，202］といった楽観的な評価

が下されている。

こうした事情ゆえ，シリアのクルド問題に関

する情報は断片的にしか提供されてこなかった。

そこで以下各節では，シリアにおいてクルド問

題が発生・深刻化した経緯とその具体的な内容

を詳しく見る。

シ　リ　ア

ト　ル　コ

（出所）　Badrkhan（2003），シリア・クルド・イェキーティー党ホームページ（http://www.yekiti.de/kurdistan. 
　　　　　htm, 2003年３月閲覧）より筆者作成。

図１　西（南西）クルディスターン
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Ⅱ　社会的亀裂と恣意的差別の発生

本節では，クルド人の民族性がシリアにおい

ていかに社会的亀裂と恣意的差別を誘発したの

かを詳しく見る。シリアは1946年４月17日に完

全独立を果たしたが，クルド人の民族性は，同

国の政治的・社会的構成が確定したフランス委

任統治時代（1920～1946年）に顕現した。そし

て独立後約15年間の政治的変化のなかで，彼ら

に対する差別が徐々に激しさを増していった。

そこで以下では，委任統治時代と，独立から分

離クーデタ（1961年９月）までの時期に着目し，

それぞれの時代・時期におけるクルド人への処

遇と彼ら自身の対応を明らかにする。

１．社会的亀裂の形成（委任統治時代）

シリアにおけるクルド問題の萌芽は，1920年

に開始されたフランスの（シリアとレバノンに

対する）委任統治支配のもとで形成された。フ

ランスは，レバノンで宗派主義（t
・
ā’ifīya，con-

fessionalism）（注11）体制を確立したのと同様，シ

リアにおいても，宗教・宗派，民族・エスニッ

ク集団の多様性に着目，その分断を図ることで

支配を維持しようとした。そしてその結果，ク

ルド人はシリアの政治空間において異質性を獲

得し，その民族性が同国内で社会的亀裂をもた

らす一因となっていったのである。

フランスによる宗派主義的支配，ないしは

“分割統治”は，シリアにおいてマジョリティ

を占めるスンナ派・アラブ人を中心とした独立

運動の展開と，委任統治体制に脅威をおよぼす

ような政治勢力の台頭を抑える目的があったと

考えられるが，それは主に以下２つの施策を通

じて推し進められた。

第１の施策は，レバント特別軍（les Troupes 

Spéciales du Levant）におけるマイノリティの

優遇である。フランス委任統治当局は，アラウ

ィー派，ドゥルーズ派，イスマーイーリー派，

キリスト教徒，コーカサス人とともに，クルド

人をレバント特別軍に好んで登用した［van 

Dam 1979，39］（注12）。そして1925年に発生した

アラブ民族主義（al-qawmīya）者とドゥルーズ

派による反乱（アラブ大反乱）では，アルメニ

ア人，コーカサス人，さらにはウマル・アーガ

ー・シャムディーン（‘Umar Āghā Shamdīn，

ダマスカス市出身）らクルド人将兵を動員し，

その弾圧にあたらせた［McDowall 2000，468］。

第２の施策は，マイノリティが多く居住する

諸地域への自治権の付与と，委任統治領の分割

である。委任統治領シリアにおける行政区画の

改編は実に頻繁に行われたが（注13），こうした措

置はクルド人が多く住むアル＝ジャズィーラに

もおよんだ。1920年に同地方をベドウィン管理

（Contrôle Bedouin）区とし，軍事支配下に置い

たフランスは，1932年にその行政単位をリワー

（liwā’，地方，トルコ語でサンジャク〔sancak〕）

に変更したのち，1939年７月に直轄地としたの

である［Khoury 1987，533-534；Longrigg 1958，

189；McDowall 2000，470-471］。

このような支配はクルド人のなかに3つの政

治勢力の台頭を促した。

第１に，セーブル条約（1920年）におけるク

ルド民族国家構想とローザンヌ条約（1923年）

によるその破棄（注14）を受けて高揚したクルド民

族主義に共鳴し，クルド人の政治的・文化的自

治をめざした勢力である。その代表が，1927年

にカーミシュリー市でジェラーデト・ベドゥル

ハーン（Celadet  Bedirxan）が結成したシリア
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初 の ク ル ド 人 政 治 組 織， ホ ー イ ブ ー ン

（Xoybūn）運動である（注15）。同運動は当初，委

任統治当局の支援を受けた。だがまもなく，シ

リア独立をめざすアラブ民族主義者とシリア国

民主義（wat
・
anīya）者がその分離主義的傾向に

反感を抱く一方で，トルコ政府がその反トル

コ・キャンペーンに抗議したため，1928年夏に

活動停止処分となった［Badr al-Dīn 2003，15-16，

159；McDowall 1992，122；2000，468］。また，

1936年にアル＝ジャズィーラを拠点とするヘヴ

ェルキー（Hevêrkī，al-Hif īrkhān）部族のハー

ジョー・アーガー（Haco Axa）とミーッリー

（M î l l î，a l -M i l l īy a）部族のメフムド・ベイ

（Mehmud Bey）がカーミシュリー市長（キリス

ト教徒）とともに自治権の獲得と委任統治の維

持を要求した運動や，1938年９月にハージョ

ー・アーガーを議長とするアル＝ジャズィーラ

大会議が自治政府の発足を求めた動きも

［Khoury  1987，  525-534；McDowall 2000，  470- 

471］，ホーイブーン運動と同様，クルド民族主

義の潮流に位置づけることができる（注16）。

第２に，委任統治支配からの脱却を第一義に

据え，アラブ民族主義勢力やシリア国民主義勢

力と連携した勢力である。このなかには，反

仏・独立抵抗運動を組織・指導した者や，委任

統治下で発足した内閣・国会に参画し，フラン

スとの対話・交渉を通じて独立をめざした者な

どが含まれる。前者の代表的人物としては，ア

レッポで反仏闘争を指導したイブラーヒーム・

ハナーヌー（Ibrāhīm Hanānū）がいる。後者に

はムハンマド・クルド・アリー（Muh
・
ammad 

Kurd ‘Alī）， ム フ ス ィ ン ・ バ ラ ー ズ ィ ー

（Muh
・
sin al-Barāzī），アブドゥルバーキー・ニザ

ームッディーン（‘Abd al-Bāqī Niz
・
ām al-Dīn）ら

がいる。アリーはダマスカス市出身で，1920年

９月から1922年６月，1928年２月から1930年10

月，そして1931年11月から1932年６月まで教育

大臣を務めた。バラーズィーはハマー市出身で，

1941年４月から９月まで教育大臣を務め，独立

後の1948年12月から1949年３月には教育大臣を，

1949年６月から８月には首相を務めた。‘A・

B・ニザームッディーンはカーミシュリー市出

身で，1943年８月に国会議員に選出され，独立

後の1953年８月まで同職を務めるとともに，

1949年12月から1950年６月と1951年３月から８

月には農業大臣を，1955年２月から1956年６月

には公共労働通信大臣を，そして1956年６月か

ら12月には保健大臣を務めた。

第３に，マルクス主義に傾倒し，宗教・宗派

集団や民族・エスニック集団への帰属を超克し

ようとした勢力である（注17）。その代表が1924年

にベイルートで発足したシリア・レバノン共産

党（al-H
・
izb al-Shuyū‘ī al-Sūrī al-Lubnānī），すな

わち現在のシリア共産党（al-H
・
izb al-Shuyū‘ī  al-

Sūrī）である。アルメニア人（アルメニア教徒）

やクルド人といったマイノリティ民族・宗派が

主導的役割を担った同党は，1932年，ダマスカ

ス市出身のクルド人，ハーリド・バクダーシュ

（Khālid Bakdāsh）が書記長に就任したのを機に，

「伝統的・社会的チャンネル」［van Dam 1979，

　44］を駆使してクルド人を多く入党させ，

1950年代半ばにバアス党とともにその頭角を現

す こ と に な っ た［青山 2003，85-88；Tachau 

1994，525-527］（注18）。

このうち第１の勢力は，委任統治下で形成さ

れた社会的亀裂に沿ったかたちで活動を展開し，

第２，第３の勢力は亀裂の克服をめざした。そ

してこうした異なった志向を持つ３つの勢力の
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政治への関与のありようが，独立以降のシリア

においてクルド人に対する恣意的差別を助長し

ていった。

２．恣意的差別の発生（独立～分離クーデタ）

独立後のシリアでは，委任統治時代の宗派主

義的支配は廃され，国民は民族的帰属や宗教・

宗派のいかんを問わず，自由に政治に参加でき

るようになった。しかし委任統治下で強調され

たクルド人の民族性に起因する社会的亀裂が解

消されることはなく，彼らに対する差別は2つ

の要因によって徐々に激しさを増していった。

第１の要因は，委任統治時代のマイノリティ

優遇政策が，レバント特別軍を改編して創設さ

れたシリア国軍，とりわけクルド人士官の政治

への干渉を誘発した点である。後述するように，

“伝統的支配階級”（大商人，大地主〔不在地主〕，

ブルジョワジー）出身の“保守”勢力が政治の

主導権を握った独立後のシリアにおいて，軍は

バアス党やシリア共産党といった“革新”勢力

とともに“被支配階級”（農民，労働者）を代弁

する存在として政治に関与していったが（注19），

こうした動きを主導したのが他ならぬクルド人

士官であった。すなわち1940年代末から1950年

代初めにかけて，シリアでは“伝統的支配階

級”の政治的優位を打破すべく，４度クーデタ

が実行されたが，その首謀者であるフスニー・

ザイーム（H
・
usn ī al-Za‘īm，1949年３月のクーデ

タの首謀者，アレッポ市出身）大佐，サーミー・

ヒンナーウィー（Sāmī al-H
・
innāwī，1949年８月

のクーデタの首謀者，イドリブ市出身）准将，そ

してアディーブ・シーシャクリー（Adīb al-

Shīshaklī，1949年11月と1951年11月のクーデタの

首謀者，ハマー市出身）大佐は，いずれも「ク

ルドの出自」［van Dam 1979，42］をもった軍

高官であった（注20）。クルド人士官の政治への関

与は，1954年２月に民政が回復したことで幕を

閉じることになった（注21）。だが，ザイーム，ヒ

ンナーウィー，シーシャクリーのクーデタによ

ってもたらされた政治的不安定は「クルド軍事

政権」［McDowall 2000，471］の結果との批判を

浴び，シリア社会内にクルド人への反感を助長

していった。

第２の要因は，シリア国内におけるアラブ民

族主義の高揚である。この動きは，1952年のエ

ジプト７月革命によるガマール・アブドゥンナ

ースィル（Jamāl ‘Abd al-Nās
・
ir，以下ナセル）政

権の発足を機に一気に加速，1958年２月から

1961年９月にかけて，シリアはエジプトと合邦

し，アラブ連合共和国を構成するにいたった。

そしてアラブ民族統一に向けたこの政治的流れ

のなかで，クルド人に対する差別が激しさを増

していったのである。例えば1950年代半ばには，

クルド語のレコードが回収・破棄され，その所

有者が逮捕される事件が発生した。またアラブ

連合共和国成立直後には，クルド語の出版物が

公式に発禁処分となり，さらに1960年11月18日

には，アームーダ市の映画館が“焼き討ち”に

あい，283人（そのほとんどが小学生）が死亡す

る惨事が起こった［Hurewitz  1969，  153；Mc-

Dowall 1992，122；2000，471-472；van Dam 1979，

48；Yek iti 2000］。

こうした状況は，前述したクルド人の３つの

政治勢力のなかのクルド民族主義勢力の台頭を

促した（注22）。彼らはイラクのクルディスターン

民主党（al-H
・
izb al-Dīmuqrāt・ī al-Kurdistānī，英語

名 Kurdistan Democratic Party，略称 KDP）を範

として［Nazdar 1980，215］，独自の民族主義政

党，シリア・クルド民主党（al-H
・
izb al-Dīmuqrāt・ī 

- -
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al-Kurdī   fī   Sūriyā，  ク ル ド 語 名 Partîya  

Demokrat ya Kurdî li Sûriyê），通称アル・パー

ルティー（Al Partî）を設立し，その存在を誇

示するようになったのである（注23）。

シリア・クルド民主党は，1957年６月14日に，

ヌールッディーン・ザーザー（Nūr al-Dīn Z
・
āz
・
ā）

党首，ウスマーン・サブリー（‘Uthmān S
・
abrī）

書記長，アブドゥルハミード・ダルウィーシュ

（‘Abd al-H
・
amīd Darwīsh），ハムザ・ヌワイラー

ン（H
・
amza Nuwayrān）らが元シリア共産党員，

有識者，労働者，農民とともに結成したシリア

初のクルド民族主義政党である（注24）。発足当初，

同党はシリア・クルディスターン民主党

（al-H
・
izb al-Dīmuqrāt・ī al-Kurdistānī fī Sūrīya）を

名乗り，革命的手段によるクルディスターンの

解放，独立，統一をめざしていた。だが，1958

年に現在の党名に改称し，この急進的な路線を

修正し，クルド人の民族としての承認，民主的

政体の確立，農業改革，アル＝ジャズィーラの

開発などを要求するようになった［McDowall 

1992，122；2000，477-478；Nazdar 1980，215］（注25）。

1959年，アラブ連合共和国のもとで，シリア

におけるすべての政党・政治組織の解体と翼賛

的な民族連合（al-Ittih・ād al-Qawmī，1957年発足）

への糾合が断行され，ナセル政権が権威主義的

な性格を強めると，シリア・クルド民主党は大

規模な弾圧に曝されていった（注26）。1960年８月

10日（注27），ザーザー党首，サブリー書記長ら党

幹部と党員，そして5000人におよぶ「容疑者」

［McDowall 1992，122］が逮捕されたのである。

逮捕されたシリア・クルド民主党のメンバー

に対して，当局はクルド民族主義の放棄と党活

動への批判を強要し，その結果，ザーザー党首

が国家最高治安裁判所での公判で「クルディス

ターンの解放は幻想に過ぎない」［Ramad
・
ān 

n.d.］との証言を余儀なくされた（注28）。そして

1960年12月にはザーザー党首ら14名が禁固１年

を，1961年３月にはサブリー書記長ら15名が禁

固１年半を宣告された［Kinnane 1964，44；

Mannā‘ 2004，7；Ramadān n. d.］。

独立当初のシリア内政へのクルド人士官の介

入と，1950年代半ばのアラブ民族主義の高揚は，

委任統治時代に形成された社会的亀裂をクルド

人に対する差別へと発展させ，その反動として

台頭したクルド民族主義勢力（シリア・クルド

民主党）の弾圧をもたらした。しかしこうした

事態は，クルド人の民族性やクルド民族主義そ

のものに端を発していたというよりはむしろ，

「クルド軍事政権」やナセル政権による権威主

義・独裁支配のもとで副次的に生じたと見るべ

きであろう。事実，この時期のクルド人に対す

る差別は，次節で詳しく取り上げる分離政権期

およびバアス党政権期とは対照的に，依然とし

て恣意的・散発的であり，“制度化”されてい

たとは言い難いのである。

Ⅲ　クルド問題の発生と深刻化

本節では，分離政権期（1961年９月～1963年

３月）とバアス党政権期（1963年３月～）のシ

リアに焦点をあて，クルド人に対する差別・抑

圧がいかに“制度化”していったのかを見る。

その際，シリアのクルド問題の根幹をなす２つ

の政策，すなわち，分離政権下の1962年10月に

ハサカ県で実施された「例外的統計」（al- ih
・
s
・
ā’ 

al-istithnā’ī）と，1960年代半ばにバアス党政権

によって策定された「アラブ・ベルト」（a l -  

h
・
izām al-‘arabī）構想を精査し，同問題の所在を
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明らかにする。

１．ハサカ県における「例外的統計」

　　（分離政権時代）

1961年９月27日の分離クーデタによってアラ

ブ連合共和国から離脱したシリアでは，ナセル

政権下の権威主義・独裁支配が廃止され，民政

が復活した。しかし分離政権の発足に伴うこの

政治的変化は，クルド人の処遇を改善する契機

とはならず，彼らに対する差別はさらに激化し

ていった。

アラブ連合共和国時代に弾圧を受けたシリ

ア・クルド民主党は，1961年半ばまでに党員全

員が釈放されたことで復活を遂げた。そして議

会制のもとでの政治参加をめざし，制憲議会選

挙において，ザーザー党首とムハンマド・イー

サー・マフムード（Muh
・
ammad ‘Īsā Mah

・
mūd）

の２名をハサカ県選挙区で擁立した。だが投票

日の1961年12月１日，両候補はカーミシュリー

市で逮捕され，その当選をはばまれたのである

［Kinnane 1964，44；Mannā’ 2004，7］（注29）。

分離政権下でのクルド人に対する差別はこう

した当局の恣意的な“嫌がらせ”にとどまらな

かった。1962年８月23日，ナーズィム・クドス

ィー（Nāz
・
im  al-Qudsī）大統領（1961年９月～

1963年３月）とバシール・アズマ（Bashīr al-

‘Az
・
ma）首相（1962年４月～９月）が1962年法

律第93号に署名し，ハサカ県で人口統計の再調

査を実施，同県で暮らすクルド人のシリア国籍

を一方的に剥奪することで，彼らに対する差別

を“制度化”したのである。

この「例外的統計」は主に２つの要因によっ

てその実施が促されたと考えられる。

第１の要因は，アラブ民族主義に固執せざる

を得なかった分離政権の複雑な政治的立場であ

る。分離クーデタは，エジプトによるシリア支

配の様相を呈していた合邦に抗するかたちで断

行されたものではあったが，アラブ民族主義自

体を否定してはいなかった。このことは，1961

年11月15日に制定された暫定憲法で，国号が初

めて「シリア・ア
・

ラ
・

ブ
・

（傍点筆者）共和国」

（al-jumhūrīya al-‘arabīya al-sūrīya）（注30）と定めら

れたことからも容易に窺い知ることができよう。

しかし，ナセル大統領の人気やアラブ統一への

期待が高かった当時のシリアにおいて，アラブ

連合共和国時代に制定された農地改革法や国有

化法を修正・廃止しようとした分離政権（とり

わけマアルーフ・ダワーリービー〔Ma‘rūf al-

Dawālībī〕内閣〔1961年９月～1962年３月〕）は，

“反動的”との批判に曝され続けた［Ke i l a n y  

1980， 212；アジア経済研究所 1980，81-85］。こう

した事態に対処すべく，分離政権はアズマ内閣

のもとで社会・経済改革の再開をめざすととも

に，クルド人に対する制度的差別を敢行するこ

とで，自らがアラブ民族主義の理念に“忠実”

であることを誇示し，ナセル政権に対抗しよう

としたのである（注31）。

第２の要因は，ハサカ県における急激な人口

増加である。McDowall（2000，473）によると，

ハサカ県の人口は1954年から1961年にかけて24

万人から30万5000人へと27.1パーセントも増加

した。また1962年７月の予備調査において，同

県人口は前年比で11.5パーセント増の34万人を

数えるにいたった。この数値は，1954年から

1961年にかけてのシリア全体の人口増加率4.3

パーセントに比べて突出していた（注32）。分離政

権は，このような急激な人口増加がトルコをは

じめとする近隣諸国からのクルド人の密入国と

不法滞在によるものだとみなし（注33），ハサカ県
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における「例外的統計」の実施を「［ハサカ県

の］住民台帳を純化し，［真に］シリア国籍を

有する者のみが登録された台帳へと再編する」

［Human Rights Watch 1996，38（Appendix A）］

ための政策として正当化していったのである。

1962年法律第93号の規定に沿って1962年10月

５日に実施された「例外的統計」において，ハ

サカ県の人口は予備調査よりも３万1000人少な

い30万9000人とされた［al-Majmū‘a al-Ih
・・

sā’ īya 

1963，56-57］（注34）。だが Human Rights Watch

（1996，12，15），Jam‘īya H
・
uqūq al-Insān fī Sūrīya

（2003， 5-6），McDowall （1992， 122-123），Nazdar 

（1980，216）などによると，この統計において

シリア国民と認められず（ないしは，1962年法

律第93号が定める通り，1945年以前からシリアに

居住していることを文書で証明できず），国籍を

剥奪されたクルド人の数は，予備調査と「例外

的統計」におけるハサカ県人口の差を大きく上

回り，当時のシリアにおけるクルド人人口の約

20パーセント，約12万人に達した（注35）。

国籍剥奪は恣意的なもので，シリア・クルド

民主党のサブリー書記長，‘A・B・ニザームッ

ディーン，そしてその弟で1956年から1957年に

かけて参謀総長を務めたタウフィーク・ニザー

ムッディーン（Tawfīq Niz
・
ām al-Dīn）など，シ

リアで生まれ育った著名なクルド人がその対象

となっただけでなく，同じ家族のなかでシリア

国民と認められた者とそうでない者が生じた

［Human Rights Watch 1996，14；McDowall 2000， 

474］。

H
・
amīdī （2004c），Jam‘īya  H

・
uqūq  al-Insān fī 

Sūrīya（2003，6）などによると，国籍を剥奪さ

れたクルド人とその子息の合計は現在，27万

5000人から28万人に達し，その多くがハサカ県

のカーミシュリー市，アル＝マーリキーヤ市，

そしてラアス・アル＝アイン市周辺に住んでい

る（注36）。また一部はダマスカス市をはじめとす

る大都市に移住した。

国籍を剥奪されたクルド人は２つのグループ

に分類され，そのいずれもが一般のシリア国民，

さらには外国人居住者が享受する様々な権利を

奪われ，「無国籍」（stateless）の民としての生

活を強いられている。

第１のグループは，シリア国籍を剥奪された

後，住民台帳に「外国人」（ajnabī）として再登

録されたクルド人である。その数は1962年に

「例外的統計」が実施された時点で２万人にお

よび，その後，1985年には５万4218人，1995年

には６万7465人へと増加，現在は推計で約20万

人に達している［H
・
amīdī 2004c； Human Rights 

Watch 1996，40（Appendix A）；Jam‘īya H
・
uqūq 

al-Insān fī Sūrīya 2003，6］。

「外国人」と認定されたクルド人は当初，「こ

の人物はハサカ［県］のシリア・アラブ人［＝

シリア国民］の住民台帳においてその名を確認

されなかった」とだけ書かれた「１枚の白い紙

切れ」［Human Rights Watch 1996，16］以外の

いかなる身分証も与えられなかった。その後

1980年代初めに，内務省民事局はこの「紙切

れ」に代えて，赤色の身分証を発行し，その携

帯を義務づけ，一般の外国人居住者と明確に区

別した。

この身分証には，表面に，所持者の顔写真，

名・姓，両親の名，出生地・年月日，配偶者の

有無，登録地・年月日などが添付・記載され，

その下の欄と写真の横にそれぞれ，「1962年の

統計の結果，この人物に該当する名は［住民台

帳に］存在しなかった」，「［本身分証は］国外へ
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の渡航に用いることはできない」と記されてい

る。また裏面には，「1962年の統計の結果，上

記の人物はハサカ県においてシリア・アラブ人

［＝シリア国民］として登録されていないことが

判明した。［上記人物の］要請のもと，同県の外

国人名簿に「その氏名が［再］登録された」と

書かれている。そしてその下に，日付，所持者

の居住地を所轄する内務省当該県民事局長の署

名・公印が付されている［Human Rights Watch 

1996，16］。

「外国人」はシリアの旅券だけでなく，当局

が“故国”と想定する国の旅券すら与えられな

いため，外国に渡航できない。また，国内にお

いても移動の自由を制限されているほか，選挙

権，私有財産の所有，医療福祉，政府機関・国

営企業での就労，医師・技師資格の取得，そし

て結婚（注37）などを認められていない［Human 

Rights  Watch 1996，11，15，17；Jam‘īya H
・
uqūq 

al-Insān fī Sūrīya 2003，6］（注38）。

第２のグループは，シリア国籍を剥奪された

後，住民台帳に再登録されなかった「マクトゥ

ーム」（maktūm）と称されるクルド人である。

この言葉はアラビア語で「隠れた」（hidden，

concealed， kept， kept secret，undisclosed）［al-

Ba‘albakī 1999，1096］という意味であるが，シ

リアのクルド問題の文脈においては，「戸籍に

記載されていない［者］」（maktūm al-qayd），

「住民台帳に登録されていない［者］」（ghayr 

musajjal fī al-sijillāt）を意味する。

「マクトゥーム」はさらに，①「外国人」を

父に，シリア国民を母に持つ子息，②「外国

人」を父に，「マクトゥーム」を母に持つ子息，

③「マクトゥーム」を両親に持つ子息，という

３つの集団も含む。その数は，「例外的統計」

が実施された1962年の時点で8000人に過ぎなか

ったが，1985年には約６万人，1995年には７万

5000人にまで増加，現在は推計で７万5000人か

ら ８ 万 人 に 達 す る［H
・
amīdī 2004c；Human 

Rights Watch  1996，40（Appendix A）；Jam‘īya 

H
・
uqūq al-Insān fī Sūrīya 2003，6］。

「マクトゥーム」は「外国人」よりもさらに

劣悪な状況下での生活を強いられている。彼ら

はいかなる公式の身分証をも与えられず，彼ら

が暮らす村の村長が発行した「身分証書」

（shahāda ta‘rīf）を持つのみである。

この書類には，所持者の顔写真，名・姓，両

親の名，出生地・出生年月日が添付・記載され，

戸籍所在地・登録年月日欄には「戸籍に記載さ

れていない［者］」と記されている。そしてそ

の下の欄には次のように書かれ，村長と地元警

察署長の署名と公印が付されている。

「［当該県当該村］村長である私は，本証書に

添付された写真が上記の人物であることを証明

する。本証書はこの人物が外国人登録を行うた

めに作成されたものである。この人物はハサカ

県の住民台帳にその名を記載されていなかった。

以下，署名する」［Human Rights Watch 1996，

43-46（Appendix B）；Jam ‘īya   H
・
uqūq   al-Insān  

fī Sūrīya 2003，6］。

「マクトゥーム」は「外国人」が奪われた一

連の権利を認められていないだけでなく，公立

学校（とりわけ高等教育機関）で教育を受ける

自由を制限されている（注39）。

２．「アラブ・ベルト」構想（バアス党政権）

1963年３月８日のクーデタ（「バアス革命」

〔thawra al-ba‘th〕）でバアス党政権が発足して

以降も，クルド人に対する抑圧状況が見直され

ることはなかった。アラブ民族主義を党是とす
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る同党の支配のもと，彼らへの差別はさらに

“制度化”され，クルド問題は深刻化の一途を

辿った。

バアス党政権下でのクルド人に対する抑圧政

策は，党ハサカ支部指導部政治局（far‘ al-shu‘ba 

al-siyās īya）長のムハンマド・タラール・ヒラ

ール（Muh
・
ammad T

・
alāl Hilāl）中尉（注40）が1963

年11月に発表した『アル＝ジャズィーラ県に関

する研究──民族的，社会的，政治的側面か

ら──』によって，その理論的基礎が提供され

た。

同書のなかで，ヒラールはまず以下のように

断じ，クルド人の存在を否定した。

「この人民［＝クルド人］はアイデンティ

ティを欠いたまま暮らしている…（中略）…。

彼らが［共通の］人種的特徴を備えた単一の

人民である…（中略）…と確認し得るような

科学的基準はなく，大多数の研究者は，クル

ド人が様々な部族の混血だとの見解をもつに

いたっている…（中略）…。クルド語と呼び

得るような言語はなく，通訳無しには意思疎

通さえ不可能な，部族ごとに異なった諸々の

方言があるに過ぎない…（中略）…。総じて

クルド民族は存在しないと結論づけられる。

なぜなら［クルド人は］民族としての基準を

欠いており…（中略）…，民族としての祖国

を持たないからである。彼らは単なる山岳民

でしかなく，そこでの自然が彼らに独特の特

質を与えているだけである…（中略）…。ク

ルド人民には…（中略）…［共通の］歴史も

文明も言語も人種もない。力，破壊，暴力と

いった特質を備えてはいるが，それらは山岳

民が持つ特徴に過ぎない」［Hilāl 2001，13-15］。

その上で，彼は「問題［クルド人による分離

独立運動］の再発を防ぐ」［Hilāl 2001，57］た

めの12の計画を提案し，それらをまずハサカ県

において実行すべきだと主張した。

⑴国内での強制移住・分散。

⑵蒙昧化（tajhīl）政策。クルド人居住地域に

おける学校，教育機関の開設禁止。

⑶トルコ国籍保持者のトルコへの送還，住民

台帳の改訂。

⑷労働市場からのクルド人の排除。

⑸アラブ人による反クルド・キャンペーンの

実施。

⑹クルド人聖職者（mashāyikh al-dīn）の宗教

的地位の剥奪と，アラブ人聖職者への交代。

⑺クルド人どうしの対立の奨励。アラブ起源

を持つと主張するクルド人と，「危険分

子」（‘anās
・
ir al-khat

・
ar，クルド民族主義勢

力）の対立の奨励。

⑻国境地帯のクルド人居住地域へのアラブ民

族主義勢力の移住と，彼らによるクルド人

の監視。

⑼アル＝ジャズィーラ北部の国境地帯の軍事

地域・前線地域への指定。

⑽アル＝ジャズィーラ北部の国境地帯におけ

るアラブ人集団農場の建設。

⑾アラビア語を話せない人々の選挙権・被選

挙権の剥奪。

⑿アル＝ジャズィーラでの居住を望む非アラ

ブ人へのシリア国籍付与の禁止［Hilāl 2001，

58-60］。

ヒラールによるこの提案を受けるかたちで，

バアス党政権が1960年代半ばに策定したのが

「アラブ・ベルト」構想であった。その内容は，

社会主義化と農地改革の名のもと，ラアス・ア

ル＝アイン市西部からイラク国境にいたる全長
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約275キロメートル，幅約10キロメートルから

15キロメートルのトルコ国境地帯（図１を参

照）に居住するクルド人農民（332村に住む約14

万人）を追放し，その土地を没収したうえで，

アレッポ県やラッカ県出身のアラブ人を入植さ

せ，国営のモデル農村を建設する，というもの

であった［McDowall  1992，  123；2000，  475；

Nazdar 1980，217；シリア・クルド・イェキーテ

ィー党（H
・
izb Yakītī al-Kurdī fī Sūrīya，クルド語

名 Partîya Yekîtî ya Kurd li Sûriyê）ホームペー

ジ（http://home.c2i.net.yekiti/kurdishhistory.htm，

2003年３月閲覧）］（注41）。

バアス党政権は発足当初より，戒厳令（注42）の

もとでクルド人に対する差別を散発的に行って

きたが（注43），ヒラールの提案や「アラブ・ベル

ト」構想はこの動きに拍車をかけた。そして

1970年11月，ハーフィズ・アサド（Hāfiz
・
 al-

Asad）国防大臣（1971年３月に大統領に就任）が

全権を掌握し，バアス党の支配が安定期を迎え

ると，クルド人に対する制度的差別はさらに厳

しさを増した。

バアス党政権，とりわけＨ
・
・アサド政権下で

のクルド人に対する抑圧は主に以下５つの措置

を通じて行われた。

第１の措置はクルド人農民の土地没収・追放

である。この措置は1960年代半ばに最初に実施

され，「アラブ・ベルト」に居住する約4000の

家族がその対象となった。またＨ
・
・アサド政権

下の1973年から1976年にかけて再び本格化し，

ユーフラテス河畔地域やトルコ国境地域に住む

クルド人約６万人が追放され，アラブ人数万人

が移住，モデル農村の建設にあたった（注44）。こ

の政策によって土地を奪われたクルド人は何ら

の補償も受けることなく故郷を追われ，ダマス

カス市や隣国のレバノン，トルコでの生活を余

儀なくされた［Human  Rights  Watch  1996，

12-13；McDowall 1992，123；2000，475；Mannā‘ 

2004，  7-8；al-Munād
・

il 1966；Nazdar  1980，217- 

218；Sarājī 2004］。

第２の措置は，クルド語起源の市・村名のア

ラビア語名への変更である。1970年代に集中的

に行われたこの措置の対象となったのは，ハサ

カ県アイン・アル＝アラブ地方やアレッポ県ア

フリーン地方にある市・村であった。ハサカ県

では，コバーニー市がアイン・アル＝アラブに

改称されたほか，ギールディーム，チーラーラ

ー，デルナーコーリーング，バーニー・カース

リーといった村がそれぞれ，サアディーヤ，ア

ル＝ジャワーディーヤ，ダイル・アイユーブ，

アイン・ハドラに改名された。また，アレッポ

県アフリーン地方では，地方行政省令第580号

（1977年５月18日発令）によって，140以上にお

よぶすべてのクルド語起源の村の名称がアラビ

ア語風に変更された［Human Rights Watch 

1996，27-28，51-61（Appendix E）］（注45）。

第３の措置は公の場でのクルド語による会話

の禁止で，1980年代にハサカ県で実施された。

すなわち1986年11月11日，ハサカ県知事がまず

知事令第25/ s
・
/1012号を発令し，職場でのクル

ド語による会話を禁止し，その後1989年11月３

日に知事令第25/ s
・
/1865号を発し，知事令第

25/ s
・
/1012号の内容を確認するとともに，婚礼

などの祝典でのアラビア語以外による歌唱を禁

止したのである［Human Rights Watch 1996，

28；Mannā‘ 2004，   8；McDowall 2000，   476- 

477］（注46）。ただし，クルド人の祝祭，とりわけ

ノールーズ（Nūrūz，シリアでは「母の日」〔‘īd 

al-umm〕）（注47）におけるクルド語での歌唱，民族
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衣装の着用，クルド風の舞踏については，それ

らが政治的色彩を帯びない限りにおいて黙認さ

れた［Human Rights Watch 1996，29-30］。

第４の措置はクルド風の名前をつけられた新

生児の出生届の却下である。この措置は，1960

年代後半から当局の“嫌がらせ”というかたち

で行われていたが［Mannā‘ 2004，7］，1992年

９月３日，内務省令第122号によって正式に発

令され，同年10月１日から実施された［Human 

Rights Watch 1996，28；Mannā‘ 2004，7］。

そして第５の措置は非アラビア語名の事業の

アラビア語名への変更で，1990年代半ばにハサ

カ県で実施された。1994年２月24日，ハサカ県

知事が，県内の市・村議会と市・村長に対して，

アラビア語名でない新規事業（店舗，ホテル，

レストランなど）の却下と，アラビア語名への

変更を指示するよう通達，またこれまでに認可

された非アラビア語名の事業の名称変更を要請

したのである［Human Rights Watch 1996，28- 

29］。

これらの措置以外にも，地理の教科書からの

クルド人に関する記述の削除（1967年），クル

ド語で教育を行う私立学校の開設禁止（注48），ク

ルド語による書籍の出版制限（注49）などが行われ

た［Human Rights Watch 1996，29］。

バアス党政権が以上のような措置に踏み切っ

た背景には，主に以下３つの要因があったと考

えられる。

第１の要因は，イラクやトルコのクルド民族

主義運動が波及し，シリア内政を不安定化させ

ることへの警戒感である。1960年代のイラクで

は，ムスタファー・バールザーニー（Mus
・
t
・
afā 

Bārzānī）が率いる KDP の武装闘争が激化し，

同国のバアス党政権（1963年２月～11月，1968年

７月～2003年４月）はその対応に追われていた。

このような隣国での混乱を“教訓”とするかの

ようのに（注50），そしてまたイラクのバアス党と

の「連帯感」［McDowall 1992，123］に基づき，

シリアのバアス党政権は「アル＝ジャズィーラ

が第２のイスラエルになることから救え」［Mc-

Dowall 2000，473］（注51）というスローガンを掲げ，

「アラブ・ベルト」構想を策定・実施したので

ある。また1966年以降，シリアとイラクのバア

ス党が分裂状態に陥ったにもかかわらず，前者

は KDP に対して苦戦を強いられていた後者を

支援するために援軍を派遣するといった行動も

とった。

一方，1980年代に入って，Ｈ
・
・アサド政権が

クルド語の規制などを通じてクルド人に対する

締め付けを強化したことも，トルコ政府に対す

る PKK の武装闘争と関係していたと思われる。

1978年，アブドゥッラーフ・オジャラーン

（Abdullah Ocalan）が結成した PKK は，1980年

９月のトルコでの軍事クーデタ以降，シリア・

レバノンに拠点を移した。そしてＨ
・
・アサド政

権の庇護のもと，ダマスカス市，アレッポ市，

ハサカ市，カーミシュリー市，ダルバースィー

ヤ市，ダイリーク市，アイン・アル＝アラブ市，

アフリーン市などに党事務所を開設し，資金・

武器調達，シリアのクルド人青年のリクルート

と戦闘員としての養成（およびトルコ，イラク

への派遣）を行うとともに，レバノンのベカー

ア高原に基地を建設した。PKK 支援を通じて，

Ｈ
・
・アサド政権はトルコの政治・社会情勢を不

安定化させ，ハタイ県の返還やチグリス・ユー

フラテス両川の水利権をめぐる外交交渉を有利

に進めようとした［長場 1999，39，41；McDow-

all 2000，479；Olson 1995，169-170］。だが同時に，
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PKK の活動がシリア国内のクルド人の民族感

情を刺激し，反政府運動を高揚させることを防

ぐための措置として，彼らに対する規制を強化

したと考えられるのである。

第２の要因は，アル＝ジャズィーラにおける

豊富な天然資源の存在である。この地方は，

「シリアにおける２つの主要な外貨獲得源であ

る…（中略）…石油，そして…（中略）…綿花・

穀物」［Human  Rights  Watch  1996，12］（注52）を

産出している。とりわけ石油は，1956年と1959

年にそれぞれカルシュークとスワイディーヤで

その埋蔵が確認され，1960年代からバアス党政

権のもとで本格的な採掘事業が開始された

［Collelo 1988，147］（注53）。このことが政権内部に，

クルド地域を過疎化させる政策の実施が石油開

発の円滑化につながるとの意識を醸成したので

ある［Human Rights Watch 1996，12-13；Naz-

dar 1980，216］（注54）。

そして第３の要因は，バアス党と協力関係に

あり，クルド人が優位を占める政党・政治勢力

の複雑な反クルド感情である。その代表例がシ

リア共産党のクルド人に対するコンプレックス

である。1954年の国会選挙でバクダーシュ書記

長を当選させた同党は，1950年代半ば以降，バ

アス党との協力関係を徐々に深め，1972年３月，

バアス党が中心となって発足した翼賛的政治同

盟，進 歩 国 民 戦 線（al-Jabha  al-Wat
・
anīya al-

Taqaddumīya）（注55）に参加，“与党第２党”とし

ての地位を確保した［Ismael and Ismael 1998，

235-236；Tachau 1994，526-527］。にもかかわら

ず，シリア共産党の支持者は一部の有識者に限

られ［Hilāl 2001，104-107；McDowall 1992，123］，

農民や労働者への党勢の拡大は必ずしも順調で

はなかった。そしてこうした事態を受けるかた

ちで，党内では，クルド人の「伝統的・社会的

チャンネル」を駆使して勢力拡大を図ろうとし

た結果，シリア国民全体からの広範な支持獲得

が妨げられたとの自己批判が繰り返されたので

ある（注56）。シリア共産党のコンプレックスがシ

リアのクルド問題を発生させた直接の引き金だ

ったとは断言し得ないが，このような感情の存

在（注57）が，バアス党政権でのクルド人に対する

差別・抑圧を助長する遠因となっていたことだ

けは疑う余地がないであろう。

むすび

シリアのクルド問題は，委任統治時代および

独立後の政治的変化のなかで生じたクルド人の

民族性に起因する社会的亀裂と恣意的差別が，

分離政権とバアス党政権のもとで“制度化”す

ることで発生した。にもかかわらず，同問題が

シリアの内政において懸案問題として取り上げ

られることは最近までほとんどなかった。独立

から現在にいたるまでのシリア政治史を支配体

制の異なる３つの時期に大別して見た場合，ク

ルド人の存在は，そのいずれの時期においても，

政治的対立や政争の行方を左右する決定的要因

とはならなかったのである。

第１の時期，すなわち1946年（独立）から

1963年３月（「バアス革命」）にかけての時期は，

1949年に３度と，1951年，1954年，1958年（注58），

1961年にそれぞれ１度ずつクーデタが発生し，

政治的に不安定な状態が続いていたものの，基

本的には議会制・政党制が機能し，社会的亀裂

は（西欧においてそうであるように）政党・政治

組織間の対立に影響をおよぼした。だがこの時

期の政治的対立，とりわけ農地改革の是非をめ
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ぐる“保守”勢力と“革新”勢力の対立に反映

されたのは，階級（“伝統的支配階級”対“被支

配階級”），地域（都市対農村），宗教・宗派（ス

ンナ派対マイノリティ宗教・宗派）などに基づく

亀裂であった［青山 1995，51-55；Haddad 1971，

194；Hopwood 1988，31-32，80-81，85-89；Seale 

1965，28-31，39-41，158-159，176-178］（注59）。

第２の時期，すなわち1963年３月から1970年

11月（「矯正運動」〔al-h
・
araka al-tas

・
h
・
īh・īya〕

（注60））

にかけての時期は，バアス党以外の政党・政治

組織が政治の場から排除されたことで，政治的

対立が同党内の権力闘争として展開した点に特

徴を見出すことができる。ここにおいて，党の

有力者たちは，「古い社会的亀裂」［Barakat 

1993，48］を駆使して，自らが帰属する宗教・

宗派集団や血縁・地縁集団の支持獲得に努め，

権力を強化していった。その結果，この時期の

権力闘争は，地域（都市対農村，大都市対地方都

市），宗教・宗派（スンナ派対マイノリティ宗派，

アラウィー派対ドゥルーズ派，アラウィー派対イ

スマーイーリー派など），部族，世代などに根ざ

す亀裂を反映していった［アジア経済研究所 

1983，70-71，85，87-88，117-123，136-137，

139-146；Petran 1972， 128-129， 171-174；Rabinov-

ich  1972，24-25，39-40，45；Seale 1988，  28-29；

van Dam 1979，52-54，56］。

第３の時期，すなわち1970年11月以降のＨ
・
・

アサド政権期およびＢ・アサド政権期は，バア

ス党政権内の「体制の私物化」（shakhs
・
ana al-

niz
・
ām）［al-Turk 2001］へといたるプロセスが

完了し，権威主義・独裁を本質とした支配体制

が確立した時期である。ここにおいて，Ｈ
・
・ア

サド政権（そしてＢ・アサド政権）は，「隠され

た権力」（sult
・
a khafīya）と称される実権を，血

縁，地縁，そして“恐畏”の念（“恐れ”と“畏

れ”が相半ばした念）によって大統領個人と結

びついた少数集団に独占させるとともに，社会

的亀裂を巧みに利用し，シリア国内の多種多様

な社会的集団（宗教・宗派集団，地縁・血縁集

団）に実体のない「目に見える権力」（sult
・
a 

z
・
āhirīya）を配分することで，“民主的”，“多元

的”なありようを誇示し，権威主義・独裁を隠

蔽しようとした（注61）。同時に，政権に脅威をお

よぼす一大勢力の台頭を未然に防ぐべく，社会

的集団内の亀裂を強調するような人事異動・動

員を行うことで，その分断・細分化を図り，自

らの相対的な力を強化していった［青山 2001a，

14-15；2005a，26-29；Aoyama 2001，5-29；S
・
ādiq 

1993，71-72，97-98］。一方，こうした独断的な

支配のもとでは，民主主義や自由の確立をめざ

す反政府組織の挑戦が絶えなかったが，政権と

これらの組織の対決は，1970年代半ばから1980

年代初めにかけてのＨ
・
・アサド政権とシリア・

ムスリム同胞団（Jamā‘a al-Ikhwān al-Muslimīn 

fī Sūrīya）の対決がそうであったように，地域

（都市対農村），宗教・宗派（スンナ派対アラウィ

ー派）に起因する亀裂を反映した［青山 1994，

127-134］。

むろん，クルド人を政治の周辺に追いやって

きたこのような事態を打開しようとする動きが

皆無だった訳ではなく，とりわけＨ
・
・アサド政

権下には，クルド民族主義勢力が中心となって，

クルド人に対する差別・抑圧の撤廃や，クルド

問題の解決を訴える抗議行動が繰り返された。

だが彼らの活動は政府の容赦ない弾圧に曝され，

挫折と閉口を余儀なくされたのである。例えば

1986年３月21日，ノールーズの祝典中にクルド

人が治安当局と衝突，複数の負傷者を出す事件
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が発生した［Mannā‘ 2004，8］。また1992年３月，

ハサカ県のクルド人８人が戒厳令施行16周年に

合わせて，国籍を剥奪されたクルド人の惨状を

訴える小冊子を配布したが，当局によって逮捕

された［Human Rights Watch 1996，33］。さら

に同年10月５日，クルド民族主義政党が「例外

的統計」30周年に併せて声明を発表し，クルド

人の文化的自治を要求すると，当局はハサカ市，

ラアス・アル＝アイン市，カーミシュリー市，

アレッポ市，アフリーン市で約260人を逮捕し

た［Human Rights Watch 1996，33-34；Mannā‘ 

2004，8］。そして1996年にも，ノールーズに際

して「例外的統計」に抗議した複数のクルド人

が逮捕された［Mannā‘ 2004，8］。

（出所）青山（2005b; 2006）をもとに筆者作成。
（注）（a） シリア・クルド民主同盟（al-Tahaluf al-D muqrat  al-Kurd  f  Sur ya, クルド語名Hevbendiya Demokrat 

a Kurd li Suriye）加盟政党・組織。
　　　（b）シリア・クルド民主戦線（al-Jabha al-D muqrat ya al-Kurd ya f  Sur ya, クルド語名Bera Demokrat a 

Kurd li Suriye）加盟政党・組織。
　　　（c）シリアにおけるすべてのクルド政党（Majmu‘ al-Ahzab al-Kurd ya f  Suriya）の名で発表された声明に署

名している政党・組織。
　　　（d）シリア民主同盟（al-Tahaluf al-D muqrat  al-Sur ）加盟政党・組織。
　　　（e）基本的自由・人権擁護国民調整委員会（Lajna al-Tans q al-Watan  li-l-D fa‘‘an al-Hurr yat
　　　al-Asas ya wa Huquq al-Insan）加盟政党・組織。

表２　シリアの主なクルド民族主義政党（2005年１月現在）

シリア・クルド民主党（アル・パールティー）（al-Hizb al-D muqrat  al-Kurd  f  Suriya（al-Bart ），
　　クルド語名 Part ya Demokrat ya Kurd  li Suriye（al Part ））ナスルッディーン・イブラーヒー
　　ム（Nasr al-D n Ibrah m）派(a)(b)(c)

シリア・クルド人民連合党（Hizb al-Ittihad al-Sha‘b  al-Kurd  f  Suriya，クルド語名 Part ya Hevgirtina 
　　Gele Kurd li Suriye）(c)(e)

クルド・シリア民主党（al-Hizb al-D muqrat  al-Kurd  al-Sur ，クルド語名Part ya Demokrat a Kurd a
　　　Sur ）(c)

シリア・クルド国民民主党（al-Hizb al-D muqrat  al-Watan  al-Kurd  f  Suriya）(b)(c)

シリア・クルド進歩民主党（al-Hizb al-D muqrat  al-Taqaddum  al-Kurd  f  Suriya，クルド語名 
　　　Part ya Demokrat  Pesveru Kurd li Suriye）アブドゥルハミード・ダルウィーシュ（‘Abd
　　　al-Ham d Darw sh）派(a)(c)(e)

シリア・クルド・イェキーティー党（Hizb Yak t  al-Kurd  f  Sur ya，クルド語名 Part ya Yek t  ya
　　Kurd li Suriye）(c)(d)(e)

シリア・クルディスターン民主パールティー（Bart  D muqrat  Kurdistan Suriya，クルド語名 Part ya  
　　Democrat a Kurdistane－Suriye）(d)

シリア・クルド民主統一党（イェキーティー）（Hizb al-Wahda al-D muqrat  al-Kurd  f  Sur ya（Yak t ），
　　クルド語名 Part ya Yek t  ya Demoqrat ya Kurd li Suriye（Yek t ））(a)(c)(e)

シリア・クルド進歩民主党アズィーズ・ダーウド（‘Az z Dawud）派(b)(c)(e)

シリア・クルド左派党（al-Hizb al-Yasar  al-Kurd  f  Suriya，クルド語名 Part ya Cep a Kurd li  
　　　Suriye）ハイルッディーン・ムラード（Khayr al-D n Murad）派(a)(c)(c)

シリア・クルド左派党ハイルッディーン・イブラーヒーム（Khayr al-D n Ibrah m）派(b)(c)(e)

シリア・クルド民主党（アル・パールティー）ムハンマド・ナズィール・ムスタファー（Muhammad
　　　Nadh r Mustafa）派(b)(c)(e)

シリア民主連合党（Hizb al-Ittihad al-D muqrat  f  Suriya，クルド語名 Part ya Yek t  ya Demokrat k）(c)

クルド・シリア民主合意（al-Wifaq al-D muqrat  al-Kurd  al-Sur ）
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こうして見ると，シリアのクルド問題は，権

威主義・独裁体制，とりわけＨ
・
・アサド前大統

領による強権支配のもとで，その噴出を抑え込

まれてきたと指摘できる。しかしながら，これ

までのクルド民族主義勢力の政治的挫折そのも

のに目を転じると，そこには彼ら自身の活動の

ありようが大きな影を落としていることもまた

否定し得ない。

前述したとおり，クルド民族主義勢力は，

1957年のシリア・クルド民主党の発足をもって

その活動を本格化させた。だが1960年代以降の

クルド人に対する差別・抑圧の“制度化”は，

彼らの結束を強化することも，その勢力を拡大

させることもなく，政治路線をめぐる対立（シ

リアにおけるクルド人の政治的・文化的自治の追

求か，クルディスターンの独立・統一の実現か），

政権との関係をめぐる対立（政権との交渉・取

引を通じて政治参加を実現するか，非妥協的な抵

抗運動を行うか），そして隣国のクルド民族主義

勢力（PKK，KDP，クルディスターン愛国連盟

〔al-Ittih
・
ād al-Wat

・
anī al-Kurdistānī, 英語名 Patriot-

ic Union of Kurdistan,  略称 PUK〕など）との関

係をめぐる対立を助長していった。その結果，

本稿執筆時において，シリアのクルド民族主義

勢力は，表2に列記したような政党・政治組織

に分裂し，政権に対する相対的な抵抗力を失っ

てしまったのである。

Ｂ・アサド政権の発足はこうした閉塞状態に

変化をもたらそうとしてはいる。すなわち，

「ダマスカスの春」（rabī‘ dimashq）（注62）に代表さ

れる反政府勢力の改革運動の興隆と，フセイン

政権崩壊後のイラクにおけるクルド人の政治的

台頭は，Ｂ・アサド政権にクルド問題への積極

的対処を迫るとともに，シリアのクルド民族主

義勢力に活動再開と勢力拡大の好機を与えてい

る。しかし，クルド問題の解決とクルド人の地

位向上をめざすクルド民族主義勢力の道のりは

決して平坦なものではない。なぜなら，彼らは

自らの民族主義運動を展開するにあたって，ク

ルド問題を含むシリアのありとあらゆる政治，

経済，社会問題の原因の一端を担っている権威

主義・独裁にいかに対処すべきかを考慮しなけ

ればならず，その際にクルド人の“民族的”な

要求だけでなく，Ｂ・アサド政権のもとで疎外

されているすべてのシリア人の“国民的”な要

求をも代弁する必要に迫られているからである。

こうしたなかで，シリア社会の分断をもたらす

ような安易な活動を展開し，特定の社会集団

（クルド人）のみの利益を代表しようとすれば，

それは政権に弾圧の口実を与えるだけでなく，

クルド問題の根底に存在する権威主義・独裁体

制の延命にさえ寄与することになるだろう。

（注１）アラビア語は大塚ほか（2002）のカタカ

ナ・ローマ字翻字に従った。　　

（注２）カーミシュリー事件の経緯については，

Akhbār al-Sharq（2004a），Efrin.net（2004a; 2004b; 

2004c; 2004d），   H
・
amīdī（2004a; 2004b; 2004d），

H
・
amīdī and al-A‘thar（2004）， Jam‘īya H

・
uqūq al-Insān 

fī Sūriyā（2004）などを参照。なお Akhbār al-Sharq

（2004b），H
・
amīdī（2004c）によると，シリア内務省

は死者の数を25人（ハサカ県で19人，アレッポ県で６

人）と公式に発表した。

（注３）カーミシュリー事件が発生する直前の2004

年３月８日，イラク基本法（正式名暫定期間イラク国

家行政法）が制定され，その第９条でアラビア語とと

もにクルド語が公用語として認められた。また第53条

と第54条では，イラク北部を統治するクルディスター

ン地域政府（h
・
ukūma iqlīm kurdistān）を暫定期間中

存続することが認められた［Qānūn Idāra al-Dawla 

al-‘Irāqīya li-l-Marh
・

ala al-Intiqālīya 2004］。
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（注４）B・アサド政権に対して政治・社会改革を

要求した有識者が発足した団体で，市民社会，基本的

諸自由，民主主義の実現などをめざした［青山 2005a, 

38-39］。

（注５）Ramad
・
ān（n.d.）はクルディスターンを「北

はアララット山，南はハムリーン山，東はルリスタン，

西はマラティヤに拡がる約50万平方キロメートル」の

地域としている。

（注６）クルド語は，クルマーンジー，ソーラーニ

ー（Soranî），グラーニー（Guranî），ザーザー（Zaza）

といった方言に分かれている。なおクルド語の方言の

分類や呼称については Hassanpour（1992, 19-26）に

詳しい。

（注７）宗教・宗派集団別の人口統計も，al-Tā‘dād 

al-‘Āmm li-l-Sukkān（1960, 16-19）において，ムスリ

ム，キリスト教徒，ユダヤ教徒，その他の宗教・宗派

宗徒の人口が公表された1960年以降実施されていない。

（注８）Vanly（1992, 229）によると，本稿はイス

メト・シェリフ・ヴァンリー（Ismet Chèiff Vanly）

が偽名で発表した。

（注９）McDowall（2000, 466-467）によると，シリ

アのクルド人の多くがアラビア語を解し，とりわけダ

マスカス市のクルド人は1920年までにその約40パーセ

ントがアラビア語を母語とするようになった。また北

東部のスィンジャール山麓と，北西部のサムアーン山，

アフリーン渓谷で暮らすクルド人のなかにはヤズィー

ディー派もいる。

（注10）なお al-Majmū‘a al-Ih
・
s
・
ā‘īya（2003, 15）に

よると，シリアの国土の面積は18万5179.71平方キロ

メートル。

（注11）宗派主義は，19世紀半ばのレバノンで政

治・社会制度としてその原型が形成され，フランス委

任統治時代の国民協約（1943年）によって体制として

確立した。同協約は，キリスト教のマロン派，ギリシ

ャ正教徒，アルメニア正教徒，イスラーム教のスンナ

派，シーア派（12イマーム派），ドゥルーズ派といっ

たレバノンの主な宗教・宗派に，人口比に従って公的

機関のポストを割り当てることを定めたものである。

これにより，大統領はマロン派，首相はスンナ派，国

会議長はシーア派，副首相と国会副議長はギリシャ正

教徒と定められ，主要な閣僚ポストや国会の議席も各

宗教・宗派に配分されていった。

（注12）van Dam（1979, 40）によると，スンナ派・

アラブ人，とりわけ裕福な大地主や商人は，委任統治

当局への協力・奉仕を嫌い，自らの子息を軍人にする

ことを避ける傾向があった。

（注13）委任統治が開始された1920年，シリアは，

スンナ派・アラブ人がマジョリティを占めるダマスカ

ス国とアレッポ国，そしてアラウィー派をマジョリテ

ィとするラタキア国に分割された他，トルコ人が多く

住むアレキサンドレッタ地方（リワー）がアレッポ国

内の自治区に指定された。1922年，これらの国・自治

区のうち，ダマスカス国，アレッポ国，ラタキア国が

シリア連邦を形成する一方，ドゥルーズ派が多いジャ

バル・アッ = ドゥルーズ一帯がダマスカス国から自

治区として切り離された。さらに1924年，今度はアレ

キサンドレッタ地方，ラタキア国，ジャバル・アッ =

ドゥルーズ自治区を除いたかたちで，ダマスカス国と

アレッポ国がシリアとして統合された。その後1936年，

ラタキア国とジャバル・アッ = ドゥルーズ自治区が

シリアに編入されたが，1939年から1942年にかけて再

び分離，またアレキサンドレッタ地方は1938年にハタ

イ共和国として独立した後，翌1939年にトルコに併合

された [Khoury 1987, 58-59]。

（注14）第１次大戦の戦後処理の一貫として締結さ

れたセーブル条約において，オスマン帝国領内のクル

ド人は同条約発効から１年以内の独立を前提に自治を

認められた。だがセーブル条約の改定をめざして新生

トルコが連合国との間に締結したローザンヌ条約では，

クルド人の独立に関する文言の一切が削除された［勝

又 2001, 78］。

（注15）Hassanpour（1992, 137），McDowall（2000, 

468），シリア・クルド人民連合党ホームページ

（http://www.hevgirtin.org/html/serkirde/mir.htm，

2004年12月閲覧）などによると，C・ベドゥルハーン

はまた，ダマスカス市で妻レウシェン・ハーヌム・ベ

ドゥルハーン（Rews，en Xanim Bedirxan）とともに，

クルド語雑誌『ハーワール』（Hawar），『ローナーヒ

ー』（Ronahî）を創刊するなど活発な活動を展開し，

同市のクルド人医師，弁護士，記者などをクルド民族
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主義に感化していった。なお Strohmeier（2003, 95）

によると，ホーイブーン運動はレバノンのブハムドゥ

ーン市で結成された。

（注16）なお  Rondot（1939, 105-106）によると，

1928年６月23日，シリア国会でも「クルド地域におけ

るクルド語の使用と教育，同地域の政府職員へのクル

ド人の採用」が要求された。

（注17）McDowall（2000, 472-473）によると，シリ

ア（そしてイラク）のクルド人有識者の多くは，民族

意識を階級意識に従属させるマルクス主義の政治的イ

デオロギーに引きつけられていった。

（注18）なお，クルド人が拠り所とした“超国家・

民族主義的”なイデオロギーとしては，マルクス主義

の他にもイスラームがあり，2004年９月まで共和国ム

フティーを務めたアフマド・カフタールー（Ah
・
mad 

Kaftārū）やダマスカス大学シャリーア学部長のムハ

ンマド・サイード・ラマダーン・ブーティー

（Muh
・
ammad Sa‘īd Ramad

・
ān al-Būt

・
ī）らが，宗教権

威としての地位を得ることで“立身出世”を果たした。

（注19）Be’eri（1970,   336-337），  Seale（1965,  37），

Torrey（1975, 157），van Dam （1979, 40-41）による

と，“被支配階級”にとって，軍への入隊は社会的地

位を登り詰めるための好機として歓迎された。

（注20）ザイーム軍事政権下の1949年６月から８月

にかけて，バラーズィーが首相を務めた。

（注21）シーシャクリー政権崩壊（1954年２月）以

降，軍からクルド人士官が徐々に排除されていった。

ただし，McDowall（2000, 472）によると，T・ニザ

ームッディーン参謀総長の解任（1957年）は，彼がク

ルド人だったことが理由ではなく，シリアとソ連の接

近の是非をめぐる軍内部の派閥争いによるものだった。

（注22）独立直後のシリアにおいて，クルド民族主

義勢力は，カームラーン・ベドゥルハーン（Kamran 

Bedirxan，C・ベドゥルハーンの弟）がパリでイスラ

エルとの連携を通じたクルド人の独立国家建設を画策

した以外には目立った動きを見せていなかった。なお

クルド人の政治的アクターのなかには，クルド民族主

義勢力に合流せず，‘A・B・ニザームッディーンに代

表されるように，シリアという国家枠組みのなかで活

動を継続しようとする者や，シリア共産党に参加して

いった者も少なからずいた。

（注23）Zengî（2002）によると，シリア・クルド

民主党が発足する２年前の1955年，サブリーがクルド

文化復興協会（Komela Vejîa Çanda Kurdî, エンジュ

ーメン〔Encûmen〕）を発足していた。

（注24）Mannā‘（2004，7）によると，シリア・ク

ルド民主党は，発足にあたって当局に公認申請を行わ

ず，“秘密結社”として活動した。

（注25）シリア・クルド民主党はまた機関紙『ア

ル・パールティー』（Al Partî）を刊行し，宣伝活動

を行った。

（注26）McDowall（2000, 474）によると，シリア・

クルド民主党の弾圧やクルド人迫害は，イスラエルと

の協力を画策した K・ベドゥルハーンの活動によって，

クルド民族主義がシオニズムと結託しているという疑

念が生じたこととも関係していた。

（注27）Mannā‘（2004,  7）によると，シリア・ク

ルド民主党員への大規模な逮捕は1959年に行われた。

（注28）Ramad
・
ān（n.d.）によると，サブリー書記

長はこうした圧力に屈せず，そのことが後にシリア・

クルド民主党とシリア・クルド左派党の分裂をもたら

すことになった。

（注29）Kinnane（1964, 44）によると，軍や警察が

投票箱をすり替え，政府にとって好ましい投票結果を

捏造した。

（注30）制憲議会選挙の実施日程を定めることを目

的とした暫定憲法は全10条からなり，第１条で「シリ

ア・アラブ共和国は独立主権国家であり，大いなるア

ラブのくにの一部分をなす」と謳っていた。なお暫定

憲法全文については al-H
・
awrānī（2000, 2944-2945）を

参照。

（注31）同様の姿勢は「バアス革命」後にバアス党

によってもとられた。すなわち1963年10月の第６回民

族大会において，バアス党は社会主義の実現をアラブ

統一に優先させる決定を下し，基幹産業の国有化や農

地改革を本格化させたが，この理論修正の背景には，

アラブ連合共和国時代よりも急進的・抜本的な改革を

推進することで，ナセル大統領に対抗するという意図

があった［青山 2001b, 210］。

（注32）al-Majmū‘ a al-Ihsā‘ īya（1961, 25）による
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と，1954年と1961年のシリアの総人口はそれぞれ380

万7000人，497万2000人。

（注33）1996年７月，在ワシントン DC・シリア大

使館が米国の人権団体ヒューマン・ライツ・ウォッチ

（Human Rights Watch）に宛てた文書では次のよう

に記されている。「1945年初めから，クルド人がハサ

カ県に潜入し始めた。彼らは…（中略）…近隣諸国，

とりわけトルコから，ラアス・アル = アイン［市］・

アル = マーリキーヤ［市］間の国境を不法に越えて

入国した。そしてダルバースィーヤ［市］，アームー

ダ［市］，カーミシュリー［市］，カフターニーヤ［市］，

アル = マーリキーヤ［市］といった都市のある国境

地帯に不法に居住し，アームーダ［市］やダルバース

ィーヤ［市］ではマジョリティを構成するにいたった。

これらのクルド人の多くがシリアの住民台帳に不法に

登録し…（中略）…，身分証を取得していった」

［Human Rights Watch 1996, 39 （Appendix A）］。

（注34）al-Majmū‘a al-Ih
・

s
・
ā‘ īya（1963, 56-57）によ

ると，1962年のシリアの総人口は518万人。

（注35）Human Rights Watch（1996, 40［Appendix 

A］）によると，シリア政府はその後，「例外的統計」

によって一部のシリア人が不当に国籍を剥奪された事

実を認め，これらの人々の異議申し立てを受理した。

その結果，1966年に８万4000人を数えた「外国人」は，

1986年には４万587人に減少した。なお，Human 

Rights Watch （1996, 15）によると，国籍剥奪は1973

年にも行われ，少なくとも数百人がその対象となった。

（注36）Human Rights Watch（1996, 18）によると，

ハサカ県の国籍剥奪者は20万人におよび，うち７万

3000人がカーミシュリー市，ダルバースィーヤ市，ア

ームーダ市一帯に，12万人から13万人がハサカ市，ア

ル = マーリキーヤ市，カフターニーヤ市一帯で暮らす。

（注37）Human Rights Watch（1996, 17）によると，

「外国人」の婚姻届はシリアの地方自治体によって受

理されない。

（注38）McDowall（1992, 123），Thornberry（1989, 

202）によると，「外国人」，そして「マクトゥーム」

は多くの権利を失ったにもかかわらず，シリア軍への

徴兵義務を課せられた。

（注39）Human Rights Watch （1996, 23）によると，

「マクトゥーム」は，政治治安部（Idāra al-Amn al-

Siyāsī，ムハーバラート〔mukhābarāt，軍，バアス党，

内務省の管轄下にある諜報機関，秘密警察，武装治安

部隊の総称〕のひとつ）の許可がなければ，９年間の

初等教育さえも受けられない。

（注40）ヒラールは1967年６月から1970年11月まで

供給大臣を，1970年11月から1971年４月まで副首相，

農業大臣，農業改革大臣を，そして1971年４月から

1972年３月まで副首相，工業大臣を務めた。また1971

年11月から1971年５月までバアス党地域指導部メンバ

ーを務めた。

（注41）Sarūjī（2004）によると，1966年９月に開

催されたバアス党第３回シリア地域大会では，「長さ

350キロメートル，幅10キロメートルから15キロメー

トルのシリア・トルコ国境の土地…（中略）…を国有地

とみなし，国家安全保障を実現し得るにふさわしい投

資制度を適用する」との提言が出された。また同年11

月，党内雑誌『アル = ムナーディル』（al-Munād
・

il）

に掲載された「ハサカ県における国営農場建設計画に

関する決定」では，①「アラブ・ベルト」地帯におけ

るすべての村を国有地とみなし，同地帯に投資する権

限を国家に与えるための新たな法律を制定する，②同

地帯に投資を行うための実務的・科学的計画を策定す

る，③上記の措置を計画的に実施する，④同地帯に集

住するクルド人を強制移住させ排除する，⑤アラブ人

移民によるモデル村の建設を推進する，という5つの

提案がなされた［al-Munād
・

il 1966］。

（注42）戒厳令はハーリド・アズム（Khālid al-

‘Az
・
m）内閣（1962年９月～1963年３月）がイスラエ

ルとの戦争状態を理由に1962年12月22日立法第51号と

して発令し，「バアス革命」直後の軍事令第２号（1963

年３月８日発令）によって継続が確認された。これに

より，集会，結社，移動の自由などが制限されるとと

もに，ムハーバラートによる検閲，尋問，拘束，逮捕，

軍事裁判所での裁判などが許可された。

（注43）例えば1963年，内務省がハサカ県民の戸籍

の移動を禁止する通達を出し，同県のクルド人の移動

を制限した。また翌年には，ハサカ県全土を「国境地

帯」に指定する1964年11月11日立法第1360号が制定さ

れた。
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（注44）Human Rights Watch（1996, 12）によると，

Ｈ
・
・アサド政権は，ハサカ県に住むクルド人の70パー

セントから80パーセントに相当する15万人を放逐し，

アラブ人農民を入植させようと企図した。

（注45）なお al-Tammū（2003）によると，同様の

措置は，1980年代と1990年代にもハサカ県とアレッポ

県の双方で再三にわたって行われた。

（注46）知事令第25/s
・
/1865号を発したハサカ県知事

ムハンマド・ムスタファー・ミールー（Muh
・
ammad 

Mus
・
t
・
afā Mīrū）は2000年３月から2003年９月にかけ

て首相を務めた。

（注47）春分の日の祝祭で，クルド語では「ネウロ

ーズ」（Newroz，「新たな日」を意味する）という。

ペルシャ暦（イラン太陽暦）の正月にあたるこの祝祭

は，ゾロアスター教の影響が見られるとされ，人々は

家族や友人と贈り物を交換したり，食べ物を携えて野

原に繰り出し，伝統舞踏を踊ったり，火を焚いてその

上を跳び越えたりして祝う。クルド人の伝説によると，

冷酷なデハーク（Dehak）という王に息子を生贄に差

し出すよう命じられたカーワー（Kawa）という鍛冶

職人が，この王を殺して，人々を圧政から解放したの

がこの日で，厳しい冬の終わりと圧政からの解放が重

なり合っている［勝又 2001, 215-216］。

（注48）Human Rights Watch（1996, 29）によると，

アルメニア人（教徒），コーカサス人，アッシリア人，

キリスト教徒諸派などといったクルド人以外のマイノ

リティは私立学校の開設を認められている。

（注49）ただしクルド語書籍への規制は徹底したも

のではなく，当局はシリア国内での印刷・出版を制限

しているものの，販売や近隣諸国からの書籍の流入に

は比較的寛容である。

（注50）al-Munād
・

il（1966）では次のように述べら

れている。「イラク北部の我らアラブ人民が直面し続

け，帝国主義が創出した危機は，数年前からハサカ県

を脅かし始めていたにもかかわらず，前政権［分離政

権］はそれを無視していた。しかし今日，それを根本

的・完全に解決する必要がある…（中略）…。帝国主

義が支援・奨励する計画に沿って…（中略）…，クル

ド人が…（中略）…トルコとイラクからこの地域に移

住し続け…（中略）…，この肥沃な地域に帰化してい

る…（中略）…。地域における封建制の存在と…（中

略）…，北部国境で…（中略）…民族国家建設の準備

を進めるクルド人…（中略）…の存在ゆえに，我々は

早急にこの地域のアラブ人を救済するための必要な措

置を講じなければならない」。

（注51）例えば al-Munād
・

il（1966）では「クルド人

の存在はハサカ県に第２のイスラエルの建設をめざす

陰謀だ」と述べられている。

（注52）al-Majmā ‘a al-Ih
・

s
・
ā ’īya al-Zirā ‘ īya al-

Sanawīya（1975, 24-25, 28-29, 66-67）によると，1975

年の綿花の生産量は全国で41万4336キログラム，ハサ

カ県で９万3496キログラム，小麦の生産量は全国で

155万61キログラム，ハサカ県で53万3516キログラム，

大麦の生産量が全国で59万6544キログラム，ハサカ県

で15万6241キログラムと，いずれもハサカ県が全国一

の生産量を誇っていた。

（注53）Collelo（1988, 147-153）によると，1960年

代のカルシュークとサアディーヤでの石油発掘量はそ

れぞれ，３万バレル／日，２万バレル／日に達し，こ

れによってシリアは1968年に石油輸出国へと転じた。

また1970年代になって，カルシューク南西10キロメー

トルに位置するルマイラーンで石油が発見され，同地

では1984年までに3900万バレル／日の石油が採掘され

た。

（注54）al-Munād
・

il（1966），al-Tammū（2003）に

よると，アル = ジャズィーラでの石油発見は，同地

方の高い農業生産量とあいまって「アラブ・ベルト」

構想の深化を促した。

（注55）バアス党，統一社会主義者党（H
・
izb al-

Wah
・
dawīyīn al-Ishtirākīyīn），アラブ社会主義者運動

（H
・
araka  al-Ishtirākīyīn  al-‘Arab，現アフマド・ムハ

ンマド・アフマド〔Ah
・
mad Muh

・
ammad al-Ah

・
mad〕

派），ア ラ ブ 社 会 主 義 連 合 党（H
・
izb al-Ittih

・
ād al-

Ishtirākī al-‘Arabī），シリア共産党（現ウィサール・

ファルハ〔Wis
・
āl Farh

・
a〕派）によって結成され，そ

の後，統一社会民主主義党（al-H
・
izb al-Wah

・
dawī al-

Ishtirākī al-Dīmuqrāt
・
ā，1989年加盟），シリア共産党

ユースフ・ファイサル（Yūsuf Fays
・
al）派（1986年加

盟），アラブ社会主義者運動ガッサーン・アブドゥ

ル ア ズ ィ ー ズ ・ ウ ス マ ー ン（Ghassān‘Abd al-
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‘Azīz‘ Uthmān）派（1994年加盟），アラブ民主連

合党（H
・
izb al-Ittih

・
ād al-‘Arabī al-Dīmuqrāt

・
ī，2004年

加盟）が加盟していった。

（注56）例えば1970年11月13日，シリア共産党国民

会議（al-majlis al-wat
・
anī）でヒムス地域委員会（al-

lajna al-mint
・
aqīya）のワースィル・ファイサル

（Wās
・
il Fays

・
al）は，「我々の党内…（中略）…にお

いて，なぜ狭量な民族主義的ショーヴィニズムが鼓

舞されるのか？　我々の党がクルド人の間で力を得た

としても，アラブ人労働者の間で力を得ることも失う

こともない」［Qad
・
āyā al-Khilāf  fī  al-H

・
izb  al-Shuyū‘ ī 

al-Sūrī 1972, 415］と述べ，党内におけるクルド人の

優位を批判した。

（注57）政権に協力的なクルド人による反クルド感

情の表明は，シリア共産党に限られるものではなく，

ダマスカス大学シャリーア学部長のブーティーら，ク

ルド人宗教関係者によってもしばしば行われた。

（注58）Haddad（1971,   235-236），  Seale（1965，

314-326）によると，1958年２月１日のシリアとエジ

プトの合邦は，実質的には統一をめざすアブドゥルハ

ミード・サッラージュ（‘Abd al-H
・
amīd Sarrāj）大佐

やアフィーフ・ビズリー（‘Afīf Bizrī）大将による軍

事クーデタだった。

（注59）“保守”勢力は，当時政権を交代してきた二

大政党の国民党（al-H
・
izb al-Wat

・
anī）と人民党（H

・
izb 

al-Sha‘b）からなり，“伝統的支配階級”，都市，スン

ナ派の利益を代表し，既存の経済・社会体制の維持と

政治的優位をめざした。一方，“革新”勢力はバアス

党，シリア共産党，そして軍からなり，“被支配階級”，

農村，マイノリティ宗教・宗派を代弁する存在として

“伝統的支配階級”に抵抗した。むろん，“保守”勢力

と“革新”勢力はいずれも一枚岩だったわけではなく，

社会的亀裂に起因する対立要素を内包していた。“保

守”勢力においては，ダマスカスに支持基盤を持つ国

民党と，アレッポやハマーを拠点とする人民党が，地

域的な利害をめぐって鋭く対立していた。また“革

新”勢力においては，アラブ民族の統一を最優先させ

るバアス党と，マルクス主義における国際主義や非妥

協的な階級闘争の原理に依拠するシリア共産党との間

にイデオロギー的志向をめぐる意見の相違が見られた

［青山 1995, 52; Seale 1965, 77-79］。

（注60）1970年11月13日のＨ
・
・アサド前大統領によ

るクーデタの公式名称。

（注61）「隠された権力」，「目に見える権力」につい

ては S
・
ādiq（1993, 71-72）を参照。

（注62）B・アサド政権による改革志向の誇示（そ

してＨ
・
・アサド大統領の死）を受け，“左派”を中心

とする有識者らが2000年秋に開始した改革運動の通称

で，文化会議の発足などを通じて，市民社会の確立を

めざした［青山 2005a, 37-62］。
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